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＜チーズづくりサークル紹介＞チーズのある暮らし （JAくしろ丹頂女性部幌呂支部 ） 

発行日 令和6年6月25日 
普及センターだより 

いいんでないかいくしろ 

 所在地 電話・FAX Eメールアドレス 

釧路農業改良 

普及センター本所 

〒088-2313 

川上郡標茶町常盤８丁目５番地 

Tel:015-485-2514 

Fax:015-485-2249 

kusirokita-nokai.11 

 @pref.hokkaido.lg.jp 

釧路東部支所 〒088-1365 

厚岸郡浜中町茶内橋北東31番地 

Tel:0153-65-2021 

Fax:0153-65-2037 

kushiroto-nokai.11 

 @pref.hokkaido.lg.jp 

釧路中西部支所 〒084-0917 

釧路市大楽毛127番地 

Tel:0154-57-8306 

Fax:0154-57-4702 

kushirochu-nokai.11 

 @pref.hokkaido.lg.jp 

第59号 

 JAくしろ丹頂女性部12名は、チーズ加工部会として長年活動しています。 

 2008年から鶴居村の農畜産加工施設「酪楽館」でチーズづくり技術を習得し、2010年

から幌呂の生きがい交流センター で継続的にチーズづくりをしてきました。 

 2023年には、乳製品加工体験室が開設され、月2回ゴーダチーズとストリングチーズを

作っています。 

 体験室の運営と加工体験者への指導も担っており、自らの生乳を使ったチーズづくりが地

域に広がることを理想としています。部員の家族は毎回チーズができるのを楽しみにしてい

ます。 

カラー版はこちら 

④ 

★写真 

①：女性部員 

②：チーズ加工中 

③：ストリングチーズ 

  引き延ばし中 

④：乳製品加工体験室外観 

② 

③ 

① 
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重点活動の紹介（中西部支所）  

    釧路中西部支所では、白糠町茶路地域を重点

対象地域として、飼養管理および草地管理の改

善支援を行っています。令和５年度の飼養管理

改善支援では、生乳の安定生産に向けて次のこ

とに取り組みました。 

 繋ぎ飼いのＡ農場では、斜めに横臥する牛に

よって、隣の牛の横臥が妨げられていました。

そこで農業者とともに、サイドパーテーション

の設置を取り進めました。その結果、Ａ農場か

らは「牛が真っ直ぐ寝るようになり、牛体がき

れいになった」との声がありました。また、Ｂ

農場では、コマ撮りカメラを使用した行動調査

で、夜間に採食行動を示す牛が多いことがわか

り、自動給餌機の設定を変更しました。その結

果、変更前と比べると乾物摂取量が向上し、個

体乳量が7%増加しました。その他の農場で

も、周産期管理改善などに取り組んでいます。 

 重点対象地域での取り組みは、今後、他地域

の農業者へ波及を目指しています。 

牛舎環境や飼料給与の改善をサポート 

「印象に

残るよう

な文章を

読者の

目を引

くよう、

記事の中から選びここに記入します。」 

ほ乳器具、なに使ってますか？ 

 記事を見た女性農業者からは、「気になって

いたほ乳瓶が資材店舗での取り扱いがあること

を知り、購入した」「乳首一つでもかぶせ式や

スクリュー式など様々な形状があることを知っ

た」等の感想が寄せられました。 

 女性カレッジでは、今年度は暑熱対策や乳成

分に関する学習会、秋には管外への視察研修を

実施予定です。今後も、普及センターは関係機

関と連携し、精力的な活動を支援していきま

す。 

 女性農業者の学習や交流の場として組織され

る「しべちゃ町農業女性カレッジ」では、女性

農業者からの「実際に各農場で使用されている

ほ乳器具の紹介をして欲しい」との意見を受

け、標茶町内７戸でほ乳器具の調査を実施しま

した。 

 器具の種類と選んだ理由、保管方法、実際に

器具を使用した感想も聞き取り、商品名とJA

資材店舗での取り扱い状況も併せて、JAしべ

ちゃ広報誌のGood酪に掲載しました。 

地域の話題（本所地域係） 

サイドパーテーションを設置 

JAしべちゃ広報誌Good酪(R5.10月)に掲載された記事 ほ乳瓶や乳首の製品ごとの形状の違いも確認 

コマ撮りカメラで夜間の行動を調査 
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冬期間に事故が多いほ育牛ハッチの改造 参考となる事例 

 厚岸町のA牧場では、生まれた子牛を野外のハッチで飼養しています。しかし、冬になると発症する

子牛の下痢や肺炎に悩まされていました。そこで、令和４年11月にコンパネ等を使い寒冷対策をおこ

ないました。 

 

【対策前の状況】 

 ①床下にこもる冷気：地面とハッチの間には隙間があり「床冷え」する原因となっていました 

 ②正面からの冷気：ハッチ入口は鉄柵で風が吹き込んでいました。また、５頭分が一体となった 

          ハッチのため、向きを変えたり移動することは現実的でありませんでした 

【  対 策  】 

 ①土を盛って、地面とハッチの隙間を塞ぎました（左上写真） 

 ②コンパネを加工して、結束バンドで鉄柵に固定しました（右上写真） 

【  効 果  】 

 今年の冬は、下痢と肺炎を発症する子牛はいませんでした（右下表） 

 また、敷料が凍ることが無くなり、交換作業がとても楽になったそうです（左下写真）  

 

 この活動はJA釧路太田・ホクレン釧路支所・農業改良普及センターによる、ほ育牛飼養管理改善支援

プロジェクトの一部です。 

土で地面とハッチの隙間を埋める作業 

コンパネを使った入り口の防風 

改造したハッチでの、ほ育牛飼養状況 

 肺炎 下痢 

改造前 

(Ｒ３年12月～Ｒ４年３月) 
４頭 10頭以上 

改造後 

(Ｒ４年12月～Ｒ５年３月) 
０頭 ０頭 

疾病の発生状況 
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普及活動の体制 

暑熱対策は作業者の体調管理から！ 

適度な休憩と十分な水分をとりましょう！！ 

▶本所地域係 

後列左より：鴨川、丸山、米田 

前列左より：山田、田村、石澤、藤田 

▶本所広域担当 

後列左より：山田、木村、森、小泉 

前列左より：市村、齊藤、角川 

令和6年4月1日現在 

▶中西部支所地域係 

後列左より：寺井、升田、村上、下條 

前列左より：髙瀬、水上、吉川、成田、髙橋 

▶東部支所地域係 

後列左より：芦澤、橋本、中村 

前列左より：横野、田口、池田 


